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高齢者の外出時における休患に関する研究
Study on Rest Behavior of the Aged in the Open 
建部謙治¥保崎春代**
Kenji TATEBE and Haruyo HOZAKI 
Rest environment is one of the considerations in designing a city for the aging soci巴ty
In this paper the resting factors of the aged and related factors were discussed. 
We found out that“conversion things " (objects where primary function is not rest， i.e. a wall) are as eff，印tiveas rest 
things (objects intended to be used for rest， i.e. a seat). 
As a result we found : 
1 ) Generally speaking， there釘evarious kinds of resting factors. 
2 ) Surrounding environment"“stability and cleanliness" and “c1othes"且.regeneral characteristics of rest for the aged 
3 )“Body condition"“means of transport"“weather"“social and cultural rules"“companions"“image of the open" 
“hobbies"“communication"“resistance through pride" and “purpose of going out" were individual factors. 





























































調査場所:被験者A(静岡市)、 B (東京都)、 c(名
古屋市)、 D 0 E (一宮市)， F 0 G (名古屋市)
表 1-1 個別追跡調査の集計用紙(例)
被験者 B 日付 2000年12月6日水曜日 合計外出時間 00:41:40












ポイント 状況 歩行に関する要因 休息回数(回) 休息合計時閲 最高休息時間
移動距離(m) 滞在時悶 歩行持閲 歩行速度(m/sa b c 合計 a b c 合計 a b c 
A-B 外 66.0 0:02:21 0:01:32 0.72 3 I 0 。3 0:00:49 0:00:00 0:00:00 0:00:49 0:00:30 0:00:00 0:00:00 
B-C 喫茶庖 6.0 0:17:59 0:00:25 0.24 01 1 。 0:00:00 0:17:34 0:00:00 0:17:34 0:00:00 0:17:34 0:00:00 
C-D 外 230.0 0:03:56 0:03:46 0.75 1 日 。1 0:00:10 0:00:00 0:00:00 0:00:10 0:00:10 0:00:00 0:00:00 
D-E 八百屋 33.0 0:12:09 0:03:04 0.18 18 01 5 23 0:06:17 0:00:00 0:03:48 0:09:05 0:01:33 0:00:00 0:01:39 
E-F 外 230.0 0:05:15 0:04:55 0.78 4 口 。4 0:00:20 0:00:00 0:00:00 0:00:20 0:00:12 0:00:00 0:00:00 
合計 565.0 0:41:40 0:13:42 0.53 26 1 I 5 32 0:07:36 0:17:34 0:03:48 0:27:58 0:02:25 0:17:34 o盟主E
A 自宅 B 喫茶庖入口 c 喫茶庖出口 D 八百屋入口 E 八百屋出口 F 自宅
a 立ち止まる b:座る c つかまるーもたれる
個別追跡調査のタイムテーブル(例)
閥査者 S 盛霊童 "'立ち止まり 宗主設 b 盛る 察霊覇。っかまる・もたれる
三日こし?和問も己主1守乙部品鮮民農翠





験別、平均 歩行 a身体状態、平均歩行速度 調査日 外出目的 外出時間
者歩行速
80歳 足が痛むが、歩行に問題はない。普段 1/3 墓参り 0:45:34 
A 女 杖などはあまりもたないが、シルバー 1/29 整体の帰り 0:50:25 
0.78m/s カーはたまに持って歩く。 1/30 散歩 0:34:35 
75歳 以前足を骨折した」とがあり、無理な歩 1/22 デパートへ買い物 1:15目57
B 女 行はしてないけないと医者に言われてい 1123 妙法寺縁日 1:33:29 
0.91 m/s るが、 歩行に問題はない。 1/25 一子山部屋へ行く 。:48:07
73歳 多少 節が痛むようだが、歩行に 1/11 区役所悶デパートへ行く 2:33:21 
C 女 問題はない。比較的よく出かける方であ 1/18 手芸センターへ買い物 。目47:18
0.89m/s る。
83歳 心臓が弱く、運動すると息切れがする。 12/13 町内の家々へ雑巾囲収 0・34目23
D 男 一年前、講を脱日し腕があまり上がらな 12/13 町内の家々へ雑巾回収 。目13:26
0.95m/s い。歩行に問題はない。
77歳 杖を使用して歩〈。心臓が弱い。膝が悪 1216 八百屋へ買い物密喫茶庖で朝倉 0:41:40 
E 女 く、正座ができない。体がえらいと言って 12119 買い物 0:29:37 I 
。司56m/sいる。 12/21 デパートへ買い物 2:54:36 I 
82男歳 足が弱ってきていて、階段が苦手。以開IJ
F 肺気躍をやったので風(まな邪いに。は気を付け 12/27 白鳥庭園へ散歩 2:08:34 
1.07m/s ている。歩行i
72歳 心臓が弱い。 はないと患わ 11/30 最寄りのスーパーへ買い物 。:56:18









調査日時:1998 年 9 月 ~ll 月(縁日)
調査人数:174人
表 1-5 観察調査@被験者属性
場所 謂査自 性別(人) 身体機能(人) 持ちヰ君(人}男性女性|普通つえ yルハト1jl.椅子 有 無
輿正寺 i 1/5 16 32 38 自 2 。44 4 
奥正寺 11/13 16 36 48 3 。42 10 
日泰寺 11/21 18 45 46 畠(1)自(1) 2 55 8 
その他 7 4 g 。2 。3 3 






























































写真 l 被験者Eの個別追跡調査の様子(ビデオ映像より) 写真2 折り畳みイス






被験者A 47.1+2.3 7.8 0.9 
被験者B 29.3+1.1 1.9 1.4 
被験者C 32.7+1.5 3.6 1.8 
被験者D 94.5+0.0 8.9 0.0 
被験者ε 20β+1.0 8.6 3.4 
被験者F 36.1+0.5 0.5 1.4 
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園3-2座る時にとられた行動の時間




























番号 理由 回数 合計
商品 aメニューを見る+居内数 79+19 ち能|
2 会話白挨拶をする 144 止勤
3 景色巴周囲を見る 64 ま的
4 荷物を整理する 22 り立
5 墓前恩寺で拝む 15 453+22 
自 その他+一連の作業数 129+3 (30+1 ) 
7 レジ待ち担会計中 36 止受
8 人ー草を待つ・よける、道を横断する 36 ま勤





1 ヱレへ.一世ー を待つ 5 
12 エスカレ-;_.工レへ。-;-(こ乗っている 3 229 
13 その他 46 (15) 













o 5 10 15 20 25 
イスーベンチの数
園3-2調査日ごとの周辺のイスーベンチの
数と座った回数の関係(被験者A 8， C) 






















































































































































3 ) クレ7・ハ。ーカーマーカス、キャロライン・フランシス編、 湯川利和訳 「人間のた
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